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STEP

01
STEP

02
対応方針は３パターンに分類されます

皆様からいただいたご意見は
議会活動、議員活動につなげていきます

≪意見の取扱い≫

皆さんからの声

移住定住について、もっと全国に情報発信
してはどうか？

中山間地域では少子高齢化が進んでいるので、
中山間地域の支援にもっと力を入れてほしい！

子どもを安心して産めるような支援をしてほしい！

山田委員長

議員定数は人口に対する比率で考えるべき！　　

山本広報広聴委員

ご意見を聴く会・議員 と気軽にトーク～ Opinion Exchange Meeting ～

・委員会に伝えて、委員会として
　協議するなど必要な対応をとる
・全議員に伝えて、それぞれが
　議員活動等で対応する
・行政に伝える

Point2
オンライン委員会

対応方針の決定
正副議長、全委員長で構成す
る課題調整会議で、議会とし
ての対応方針を決定します。

広報広聴委員会で、いただい
たご意見を整理します。

意見の整理

５月８日・９日に「ご意見を聴く会（頸城区・清里
区）」を、５月10日に「議員と気軽にトーク＠直江
津学びの交流館」を開催しました。皆さんからいた
だいた声を、一部ご紹介します。いただいたご意
見と、それぞれの対応方針は、市議会ホームペー
ジで公開しています。

議会では令和６年６月に議会改革推進特別委員会を設置
し、議会機能の強化を中心とした議会改革を進めていま
す。ご意見を聴く会では、山田委員長が議会改革の取組
を報告しました。

通年会期制度を導入し、災害や物
価高騰など、迅速に対応しなけれ
ばならない事態に主体的かつ機動的
に議会活動を行えるようにします。

災害時等にも、活動を止めること
なく必要な意思決定が行えるよ
う、委員会をオンラインで開催す
ることを検討しています。

議会の諸原則を定めた議会基本条
例に基づき、議会活動の検証を行
い、ブラッシュアップを図ってい
きます。

全国の自治体で課題となっている
ハラスメントを調査研究し、忌憚
のない議論ができる環境を目指し
ていきます。

Point１
通年会期制度

Point４
ハラスメント対策

Point３
議会基本条例の検証
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6/10㊋～13㊎ 6/４㊌～9㊊6/13㊎ 6/3㊋

令和７年度の補正予算などを審議する

６月定例会

令和７年度
補正予算等

6/17㊋

本会議本会議 委員会 委員会・本会議

５月専決処分
(＋0.6億円)
1,026.3億円

1,000億円 1,010億円 1,020億円 1,030億円 1,040億円

当初予算
1,025.7億円

６月補正　
(＋7.8億円)
1,034.2億円

26

委員会・本会議

0

　３・６・９・12月に開催される定例会のうち、６月
定例会の内容をお届けします。６月定例会は、主に補
正予算を審議しました。

一
般
質
問
（
関
連
記
事
10
ペ
ー
ジ
）

　
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
質
問
し
、

　
市
の
見
解
を
聞
く

「専決処分」って何？
本来は議会が議決しなければならないことを、時間的に議会の招集を待てない
緊急の場合などに、行政運営の遅れを防ぐため、例外的に市長が議会に代わって
意思決定をすることです。

専決処分を行った場合は「議会への報告」と「議会の承認」が必要になるよ！
専決処分に関連した委員会質疑を見てみよう！（関連記事５ページ）

議会は議案のココに注目！

01 【子育て世帯等の住宅リフォーム】01 【子育て世帯等の住宅リフォーム】
　住宅リフォーム促進事業において、子育て世
帯と若者夫婦世帯に更なる支援を行うための予
算案が提案されました。
●補　正　額：1,000 万円
●対　　　象：子育て及び家事負担軽減の工事
●補　助　率：対象工事費の 50％
●補助限度額：40 万円

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

当初予算分の受付終了により申請ができな
かった人が、すでに着工している場合も補
助対象になるのか。

写真や書類等で工事内容が確認できれば、
できる限り対象となるような制度設計を考
えている。

02 【融雪に伴う災害復旧に係る専決処分】02 【融雪に伴う災害復旧に係る専決処分】
　積雪量が多かった山間部を中心に、農地や市
道等で融雪による土砂崩れなどが多数発生して
おり、耕作や日常生活に支障が生じないよう、
迅速に復旧対応を行うため、市長が専決処分を
行った旨の報告がありました。
●補正額：6,350 万円

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

復旧工事は現在も継続しているのか。　　
また、米の作付けに影響はなかったのか。

５月末時点で75件が完了している。残りの
11件は継続中だが、耕作等に支障は生じて
いない。

03 【クリーンセンターの変圧器故障】03 【クリーンセンターの変圧器故障】
　クリーンセンターにおいて送電及び受電を行
う変圧器が落雷の影響により故障したことから、
復旧に向けた補正予算が提案されました。
●補正額：１億 615 万円

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

仮復旧で設置する代替変圧器や
故障した変圧器の復旧は保険適用となるのか。

代替変圧器の設置は保険適用外だが、故障し
た変圧器の復旧は保険適用となる。
復旧完了を見込んでいる令和８年度内の共済
金収入の確保に向けて準備を進める。

故障した変圧器

厚生常任委員会による現場視察の様子

法面崩落・水路閉塞（板倉区上久々野地内）

３４５ ２ １

６月定例会の流れ
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04 【旧上越市三和西部スポーツハウス】04 【旧上越市三和西部スポーツハウス】
　旧上越市三和西部スポーツハウスの有効
活用を図る事業者を募集した結果、株式会
社フォト・オフィスオーツーが選定されま
した。
●貸付期間：３年
●事業内容：ドローン活用拠点として、体育

館・テニスコート跡地を利用

将来的に施設を取り壊し、三和西部工業団地の拡張用地等とし
て跡地の有効活用を図る予定でしたが、土地の権利関係の整理
に時間を要することが判明したため、一定の期間、企業活動とし
て有効活用を図る事業者を募集しました。　

・能登半島地震や物価高騰への対応などで財
政調整基金の取り崩しを行い、令和７年３月
定例会の時点では、令和７年度当初予算編成
時の残高を約28億円と見込んでいました。そ
の後、昨冬の大雪に伴い市道除排雪経費が増
加したことに対し、国から財政的支援があっ
たことなどから、令和７年６月時点での基金
残高は約54億円となっています。

・城山浄水場の運転停止直後か
ら、正善寺浄水場の配水量を増
加し、合わせて地下水浄水場（和
田浄水場及び深谷浄水場）の運
転準備を開始。

・城山浄水場への通水再開に
時間を要する見込みであるこ
とから、緊急取水先として近接
する一級河川関川水系沢山川
を選定。

・６月６日に試験運転
や水質検査などが完
了したことから、城山
浄水場による市内へ
の配水を再開。

・４月９日に地下水浄水
場の運転を開始し、当面
の給水体制を確保。

・４月５日、県営高田発
電所において、水圧管
路が破断する事故が発
生。原水の流入がなく
なった城山浄水場の運
転を停止。

城山浄水場では、高速凝集沈殿池と急速ろ過池を用
いて浄水し、安全でおいしい水道水をつくっており、
合併前上越市の約58％をまかなっています。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

今後の維持管理について
どのように考えているか。

将来的に取り壊す施設であるため、
過度に修繕を行う予定はない。

貸付期間終了後の進め方は。

３年間で土地の権利関係の整理を行い、
改めて利活用事業者の募集を行う。

06 【ふれあいグラウンドの人工芝張替え】06 【ふれあいグラウンドの人工芝張替え】
　ユートピアくびき　ふれあいグラウンドにおけ
る人工芝の張替え等を行うため、工事請負契約の締
結が提案されました。
●契約額：２億 3,650 万円
●工　期：令和７年 12月 31 日まで

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

財源として活用するスポーツ振興くじ
助成金は、すでに交付が決定しているのか。

2,400 万円の交付の内示を受けている。

人工芝の敷設のほか、表示看板の
設置なども助成対象になるのか。

助成対象となる。

07 【子育て世帯への生活支援給付金】07 【子育て世帯への生活支援給付金】
　エネルギーや食料品などの価格高騰の影響によ
り、特に家計への影響が大きい児童扶養手当受給世
帯及び所得の少ない子育て世帯に対し、生活支援給
付金を支給するための予算案が提案されました。
●支給対象：児童扶養手当受給世帯
　　　　　　住民税非課税・均等割のみ課税世帯
●支 給 額：児童１人につき 25,000 円
●申請期限：令和８年３月 31日

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

物価高の影響は全世帯に及んでいる中、
子育て世帯に限った支援とした理由は何か。

物価高騰の中でも、子育て世帯の生活や子ども
の成長を支えていくことが重要と考えたためで
ある。

外国人世帯などの支援が届きにくい層への配慮は。

広報紙やホームページへの掲載のほか、分かり
やすい日本語での通知を行うなど、漏れなく支
給できるよう進める。

05 【 文化会館の照明LED化】05 【 文化会館の照明LED化】
　上越文化会館大ホール内の舞台と客席照明のLED化
等を行うため、工事請負契約の締結が提案されました。
●契約額：３億5,750万円
●工　期：令和８年３月23日まで

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

工事は今年度計画されている
イベントに支障がないように行われるのか。

いくつかの短い単位での工事を考えており、
イベントに支障がないように調整する。

ふれあいグラウンド

旧上越市三和西部スポーツセンター旧上越市三和西部スポーツセンター

体育館（スポーツセンター内）体育館（スポーツセンター内）

大ホール内の舞台
運転を停止していた城山浄水場運転を停止していた城山浄水場

財政調整基金
３月定例会後どうなった？

■　上越市の財政調整基金について　■■　県営高田発電所水圧管路破断事故に伴う対応状況について、ガス水道局から報告を受けました　■

じょうえつ市議会だより 2025夏 6
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館・テニスコート跡地を利用

将来的に施設を取り壊し、三和西部工業団地の拡張用地等とし
て跡地の有効活用を図る予定でしたが、土地の権利関係の整理
に時間を要することが判明したため、一定の期間、企業活動とし
て有効活用を図る事業者を募集しました。　

・能登半島地震や物価高騰への対応などで財
政調整基金の取り崩しを行い、令和７年３月
定例会の時点では、令和７年度当初予算編成
時の残高を約28億円と見込んでいました。そ
の後、昨冬の大雪に伴い市道除排雪経費が増
加したことに対し、国から財政的支援があっ
たことなどから、令和７年６月時点での基金
残高は約54億円となっています。

・城山浄水場の運転停止直後か
ら、正善寺浄水場の配水量を増
加し、合わせて地下水浄水場（和
田浄水場及び深谷浄水場）の運
転準備を開始。

・城山浄水場への通水再開に
時間を要する見込みであるこ
とから、緊急取水先として近接
する一級河川関川水系沢山川
を選定。

・６月６日に試験運転
や水質検査などが完
了したことから、城山
浄水場による市内へ
の配水を再開。

・４月９日に地下水浄水
場の運転を開始し、当面
の給水体制を確保。

・４月５日、県営高田発
電所において、水圧管
路が破断する事故が発
生。原水の流入がなく
なった城山浄水場の運
転を停止。

城山浄水場では、高速凝集沈殿池と急速ろ過池を用
いて浄水し、安全でおいしい水道水をつくっており、
合併前上越市の約58％をまかなっています。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

今後の維持管理について
どのように考えているか。

将来的に取り壊す施設であるため、
過度に修繕を行う予定はない。

貸付期間終了後の進め方は。

３年間で土地の権利関係の整理を行い、
改めて利活用事業者の募集を行う。

06 【ふれあいグラウンドの人工芝張替え】06 【ふれあいグラウンドの人工芝張替え】
　ユートピアくびき　ふれあいグラウンドにおけ
る人工芝の張替え等を行うため、工事請負契約の締
結が提案されました。
●契約額：２億 3,650 万円
●工　期：令和７年 12月 31 日まで

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

財源として活用するスポーツ振興くじ
助成金は、すでに交付が決定しているのか。

2,400 万円の交付の内示を受けている。

人工芝の敷設のほか、表示看板の
設置なども助成対象になるのか。

助成対象となる。

07 【子育て世帯への生活支援給付金】07 【子育て世帯への生活支援給付金】
　エネルギーや食料品などの価格高騰の影響によ
り、特に家計への影響が大きい児童扶養手当受給世
帯及び所得の少ない子育て世帯に対し、生活支援給
付金を支給するための予算案が提案されました。
●支給対象：児童扶養手当受給世帯
　　　　　　住民税非課税・均等割のみ課税世帯
●支 給 額：児童１人につき 25,000 円
●申請期限：令和８年３月 31日

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

物価高の影響は全世帯に及んでいる中、
子育て世帯に限った支援とした理由は何か。

物価高騰の中でも、子育て世帯の生活や子ども
の成長を支えていくことが重要と考えたためで
ある。

外国人世帯などの支援が届きにくい層への配慮は。

広報紙やホームページへの掲載のほか、分かり
やすい日本語での通知を行うなど、漏れなく支
給できるよう進める。

05 【 文化会館の照明LED化】05 【 文化会館の照明LED化】
　上越文化会館大ホール内の舞台と客席照明のLED化
等を行うため、工事請負契約の締結が提案されました。
●契約額：３億5,750万円
●工　期：令和８年３月23日まで

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

工事は今年度計画されている
イベントに支障がないように行われるのか。

いくつかの短い単位での工事を考えており、
イベントに支障がないように調整する。

ふれあいグラウンド

旧上越市三和西部スポーツセンター旧上越市三和西部スポーツセンター

体育館（スポーツセンター内）体育館（スポーツセンター内）

大ホール内の舞台
運転を停止していた城山浄水場運転を停止していた城山浄水場

財政調整基金
３月定例会後どうなった？

■　上越市の財政調整基金について　■■　県営高田発電所水圧管路破断事故に伴う対応状況について、ガス水道局から報告を受けました　■

じょうえつ市議会だより 2025夏7
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審 議 結 果

件　　名 議決
結果

議案第72号 令和７年度上越市一般会計補正予算（第１号） ◎

議案第73号 上越市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について ◎

議案第74号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について ◎

議案第75号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について ◎

議案第76号 上越市市税条例の一部改正について ◎

議案第77号 工事請負契約の締結について（ふれあいグラウンド人工芝張替え　工事） ◎

議案第78号 工事請負契約の締結について（上越文化会館大ホール照明設備ＬＥＤ化及び調光卓更新　工事） ◎

議案第79号 工事請負契約の締結について（春日小学校放課後児童クラブ建設　工事） ◎

議案第80号 公有財産の減額貸付けについて ◎

議案第81号 損害賠償の額の決定及び和解について ◎

議案第82号 令和７年度上越市一般会計補正予算（第２号） ◎

報告第５号 専決処分した事件の承認について（令和６年度上越市一般会計補正予算（専第７号）） ◎

報告第６号 専決処分した事件の承認について（上越市市税条例及び上越市都市計画税条例の一部改正について） ◎

報告第７号 専決処分した事件の承認について（上越市国民健康保険税条例の一部改正について） ◎

報告第８号 専決処分した事件の承認について（令和７年度上越市一般会計補正予算（専第１号）） ◎

同意案第１号 上越市教育委員会委員の任命について ◎

同意案第２号 上越市公平委員会委員の選任について ◎

同意案第３号 上越市固定資産評価員の選任について ◎

同意案第４号 上越市固定資産評価審査委員会委員の選任について ◎

諮問第１～７号 人権擁護委員候補者の推薦について ◎

6月定例会 ◎：全員賛成で可決



■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　
　
小
　
林
　
晃
　
彦
　
氏
（
再
任
）

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
　
森
　
　
　
直
　
樹
　
氏
（
再
任
）

■
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　
　
　
瀧
　
本
　
幸
　
次
　
氏
（
新
任
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
　
石
　
田
　
　
　
昇
　
氏
（
再
任
）

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　
　
保
　
坂
　
和
　
彦
　
氏
（
再
任
）

　
　
　
石
　
田
　
文
　
秀
　
氏
（
再
任
）

　
　
　
北
　
峰
　
恵
　
祐
　
氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　
桐
　
恒
　
雄
　
氏
（
再
任
）

　
　
　
笠
　
原
　
　
　
正
　
氏
（
再
任
）

　
　
　
井
　
澤
　
ま
す
み
　
氏
（
再
任
）

　
　
　
松
　
井
　
和
　
代
　
氏
（
再
任
）
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議員表彰

全国市議会議長会と北信越市議会議長会から、永年在職議員の功績をたたえ、本城文夫議員（在職 45 年以上）、
滝沢一成議員及び平良木哲也議員（在職 15 年以上）に表彰状が贈られました。
また、全国市議会議長会から、議長会評議員としての功績に対し、渡邉隆議長に感謝状が贈られました。

渡邉  隆  議長

滝沢  一成  議員

本城  文夫  議員

平良木  哲也  議員



　一般質問とは、議員が市の行政全般にわたって、市長や教育長等に方針・見解・事実の説明・
報告などを求めるものです。今定例会では、20 人が登壇し、論戦を繰り広げました。その中か
ら一部抜粋して掲載します。

二次元コードを読み取ると、その議員の一般質問の動画を視聴できます。

● 髙橋浩輔　地域医療構想 / 義の心の周知、継承・・・・・・・・・・・・・・・

● 本城文夫　市長の政治姿勢等 / 地域医療の強化・・・・・・・・・・・・・・・

● こんどう彰治　上越妙高駅周辺の開発 / 市章入りユニホームで市のアピール・・・

● 平原留美　上越妙高駅前の国指定史跡 / 釡蓋遺跡ガイダンス駐車場の利活用・・

● 橋本洋一　続発する不適切事案の対応と再発防止・・・・・・・・・・・・・・

● 上野公悦　原発再稼働の是非 / 学校での誤食事故・・・・・・・・・・・・・・

● 丸山章　地域協議会等の抜本的改革・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 山田忠晴　選挙投票率の向上 / 部活動の地域展開・・・・・・・・・・・・・・

● 西沢智子　単身高齢者の終活支援 / 搾乳室表記の推進・・・・・・・・・・・・

● 山本佳洋　原発再稼働の県民投票条例否決 / 中高生の居場所づくり・・・・・・

● 櫻庭節子　外国人による土地取得問題 / 学校給食・・・・・・・・・・・・・・

● 滝沢一成　中小企業事業者支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 伊﨑博幸　統合医療に基づく生活習慣病予防・・・・・・・・・・・・・・・・

● 降旗太地　市職員の働く環境改善 / 部活動の地域展開・・・・・・・・・・・・

● 小林和孝　春日山城跡の整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 高山ゆう子　スクールバスの有効活用 / 住民組織の強化・・・・・・・・・・・

● 安田佳世　小木直江津航路の利用促進 / 学校給食・・・・・・・・・・・・・・

● 平良木哲也　帯状疱疹ワクチン接種 / 原発再稼働 / ケアマネとヘルパー・・・・

● 橋爪法一　農業の担い手不足・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 宮越馨　市長の政治姿勢 / 上越地域医療センター病院・新潟労災病院・・・・・

11ページ

12 ページ

13 ページ

14 ページ

15 ページ

16 ページ

17 ページ
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上
越
妙
高
駅
東
口
に
あ
る
民
間
所
有
の
未
開
発
の

土
地
を
、
官
民
一
体
で
開
発
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
市
で
は
施
設
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
。

　
　
北
信
越
の
ど
真
ん
中
で
交
通
ア
ク
セ
ス
も
良
い
。

当
市
の
南
の
玄
関
口
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
核
と
な

る
施
設
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
大
規
模
商
業
施
設
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
釜
蓋
遺
跡
発
掘
の
進
捗
と
、
市
内
外
に
お
け
る
遺

跡
の
存
在
を
知
ら
な
い
人
へ
の
周
知
方
法
は
ど
う
か
。

　
　
遺
跡
の
範
囲
を
確
認
す
る
調
査
を
継
続
し
、
遺
跡

の
範
囲
な
ど
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
上
越

妙
高
駅
観
光
案
内
所
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
な
ど
に
努
め
る
。

当
市
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
考
え
は

　
　
妙
高
市
で
は
、
箱
根
駅
伝
で
活
躍
し
て
い
る
青
山

学
院
大
学
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
市
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
入
れ

て
名
前
を
発
信
し
て
い
る
。
市
の
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
、

当
市
で
も
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

　
　

手
法
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
取
組
を
強
化
す
る
。

　
　
当
市
に
も
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
擁
す
る
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
太
陽
誘
電
や
、
ア
ジ
ア
大
会
の
Ｂ
Ｍ
Ｘ

金
メ
ダ
リ
ス
ト
中
井
飛
馬
氏
が
存
在
す
る
。
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
入
れ
る
取
組
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

　
　
ご
意
見
は
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
10
月
19
日
告
示
の
市
長
選
挙
へ
の
出
馬
の
考
え
を

聞
き
た
い
。
本
気
度
が
問
わ
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

　
　
関
係
者
と
話
し
合
い
、
考
え
を
整
理
し
て
い
る
。

　
　
公
約
の
自
己
採
点
を
聞
き
た
い
。

　
　
着
手
で
き
る
も
の
か
ら
適
宜
実
行
に
移
し
て
い
る
。

最
終
的
な
評
価
を
行
う
の
は
市
民
の
皆
さ
ん
で
あ
る
。

　
　
不
適
切
発
言
で
辞
職
勧
告
を
受
け
た
が
、
信
頼
関

係
の
回
復
に
向
け
た
市
長
の
責
務
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
議
員
と
は
互
い
を
尊
重
し
合
え
る
関
係
を
築
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
め
る
。

　
地
域
医
療
の
強
化
を
！

　
　
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
は
、
応
急
的
な
整
備
だ

け
で
職
員
、
患
者
の
不
安
解
消
と
な
る
の
か
。

　
　
早
急
に
修
繕
が
必
要
な
箇
所
を
洗
い
出
し
、
予
算

を
確
保
し
た
。
改
築
完
了
ま
で
良
好
な
治
療
、
療
養
環

境
を
提
供
し
、
職
場
環
境
の
保
全
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
上
越
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
医
療
体
制
の
中

期
再
編
素
案
を
ま
と
め
る
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
セ
ン

タ
ー
病
院
改
築
に
遅
れ
は
出
な
い
か
。
ま
た
、
合
併
特

例
債
の
期
限
で
あ
る
令
和
11
年
度
中
の
開
院
見
通
し
は
。

　
　
セ
ン
タ
ー
病
院
の
運
営
を
続
け
る
方
針
が
調
整
会

議
の
共
通
認
識
と
し
て
浸
透
し
て
お
り
、
こ
の
方
針
は

変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
発
注
方
式
の
工
夫
に
よ

り
整
備
期
間
の
短
縮
を
図
る
な
ど
、
令
和
11
年
度
末
ま

で
の
完
了
の
可
能
性
を
排
除
せ
ず
、
検
討
を
続
け
る
。

　
　
地
域
医
療
構
想
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民

の
理
解
や
納
得
が
不
可
欠
で
あ
る
。
地
域
医
療
構
想
の

全
体
像
を
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
が

も
っ
と
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
労
災
病
院
の
閉
院
後
の
こ
と
や
セ
ン

タ
ー
病
院
改
築
に
つ
い
て
、
市
民
に
説
明
す
る
機
会
は

あ
っ
た
。地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
も
、説
明
の
場
を
県

と
と
も
に
持
ち
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
中
に
、
セ

ン
タ
ー
病
院
の
経
営
改
善
・
改
築
や
労
災
病
院
の
跡
地

の
こ
と
も
含
ま
れ
て
く
る
。
市
民
が
少
し
で
も
安
心
で

き
る
地
域
医
療
体
制
の
構
築
に
向
け
、
取
組
を
進
め
て

い
き
た
い
。

「
義
の
心
」
の
周
知
・
普
及
と
継
承
の
取
組
を

　
　
謙
信
公
生
誕
５
０
０
年
に
向
け
、「
義
の
心
」
の
周

知
・
普
及
と
次
世
代
へ
の
継
承
に
つ
い
て
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
議
論
の
俎
上
に
載
せ
る
べ
き
で
は
。

　
　
春
日
地
域
の
学
校
は
、
教
育
の
一
環
と
し
て
謙
信

公
や
春
日
山
に
お
け
る
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
米
沢
市
な
ど
の
事
例
も
参
考

に
す
る
と
、
も
う
一
歩
進
め
た
ほ
う

が
良
い
と
考
え
て
い
る
。「
義
の
心
」

の
精
神
を
後
世
に
継
い
で
い
く
た
め

の
検
討
委
員
会
は
重
要
な
役
割
を
果

た
す
と
考
え
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た

取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
ん
ど
う
　
彰
治（
市
民
ク
ラ
ブ
）

上
越
妙
高
駅
周
辺
の

開
発
の
考
え
は

本
城
　
文
夫
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

市
長
の
政
治
姿
勢
と

市
長
選
出
馬
の
考
え
は

髙
橋
　
浩
輔
（
み
ら
い
）

地
域
医
療
構
想
全
体
の

理
解
を
進
め
る
取
組
を

AA QQ

A

AAA

A
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工
事
入
札
に
お
け
る
落
札
業
者
の
誤
り
、
消
防
団

員
報
酬
の
源
泉
徴
収
票
へ
の
課
税
対
象
額
の
誤
記
載
、

議
会
資
料
の
訂
正
、
学
校
給
食
へ
の
蛍
光
管
の
破
片
混

入
、
児
童
へ
の
漂
白
剤
混
入
水
の
提
供
な
ど
、
緊
張
感

の
欠
如
と
思
わ
れ
る
不
適
切
事
案
が
続
発
し
て
い
る
が
、

初
動
対
応
、
再
発
防
止
策
及
び
職
員
の
意
識
改
革
は
ど

う
か
。

　
　
初
動
対
応
に
つ
い
て
は
、
事
務
の
誤
り
や
事
故
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
事
態
の
収
束
及
び
関
係
者
へ
の

対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
所
属
長
等
を
通
じ
て
速
や
か

に
市
長
ま
で
報
告
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
事

実
の
確
認
等
に
時
間
が
か
か
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
時
点
で
把
握
で
き
た
状
況
を
第
１
報
と
し
て
報
告
す

る
こ
と
を
原
則
と
し
て
お
り
、
今
回
の
事
案
に
つ
い
て

も
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
再
発
防
止
策

や
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
は
、
根
拠
と
な
る
法
令

等
の
確
認
は
も
と
よ
り
、
担
当
者
に
任
せ
き
り
に
す
る

こ
と
な
く
、
組
織
と
し
て
対
応
す
る
と
い
う
原
点
に
立

ち
返
っ
て
適
正
な
事
務
執
行
を
徹
底
し
て
い
く
。
な
お
、

児
童
に
対
す
る
重
大
な
健
康
被
害
が
疑
わ
れ
る
事
故
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
教
職
員
が
自
分
事
と
し
て
受
け
止

め
、
事
故
の
原
因
や
問
題
点
、
そ
の
対
策
を
改
め
て
検

討
し
、
１
人
ひ
と
り
が
危
機
管
理
意
識
を
高
め
る
と
と

も
に
、
再
発
防
止
に
向
け
た
組
織
風
土
を
構
築
す
る
た

め
の
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　
　
「
弥
生
の
ム
ラ
」
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
事
業
の

観
光
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

設
定
や
Ｐ
Ｒ
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
釜
蓋
遺
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
起
点
と
し
、
吹
上
遺
跡

や
斐
太
遺
跡
を
巡
る
周
遊
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
設
置
す
る
な
ど
、
遺
跡
群
の
周
知
と
誘
客
促
進

を
図
っ
て
き
た
。
よ
り
多
く
の
来
訪
者
へ
の
周
知
を
図

る
た
め
、
周
遊
マ
ッ
プ
を
駅
周
辺
の
店
舗
な
ど
に
も
配

置
す
る
こ
と
で
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

釜
蓋
遺
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
駐
車
場
の
利
活
用
は
？

　
　
釜
蓋
遺
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
駐
車
場
に
お
け
る
歳
入
確

保
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
取
組
は
何
か
。

　
　
令
和
元
年
９
月
か
ら
、
駐
車
場
の
一
部
に
つ
い
て

周
辺
の
飲
食
店
利
用
者
へ
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
貸

付
け
を
開
始
し
、
そ
の
後
も
、
上
越
妙
高
駅
及
び
駅
周

辺
の
施
設
等
を
利
用
す
る
大
型
バ
ス
の
日
中
の
一
時
待

機
場
及
び
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
貸
付
け
を
行
う
な

ど
、
有
効
利
用
を
図
っ
て
き
た
。
引
き
続
き
、
駅
周
辺

の
駐
車
場
の
状
況
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

吹
上
・
釜
蓋
遺
跡
応
援
団
の
盛
り
上
げ
を
！

　
　
吹
上
・
釜
蓋
遺
跡
応
援
団
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に

支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
　
応
援
団
の
主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
応
援
団
の
活

動
が
よ
り
活
性
化
す
る
よ
う
下
支
え
し
た
い
。

　
　
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
の
是
非
を
問
う
県
民
投

票
条
例
案
が
県
議
会
で
否
決
さ
れ
、
結
果
と
し
て
県
民

が
再
稼
働
の
是
非
に
つ
い
て
意
思
を
示
す
機
会
が
失
わ

れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
開
か
れ
た
県
議
会
に
お
け
る
慎
重
な
審
議
の
結
果

で
あ
り
、
私
か
ら
申
し
上
げ
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
柏
崎
市
を
皮
切
り
に
、
県
内
５
か
所
で
公
聴
会
が

開
か
れ
る
。
市
長
の
再
稼
働
に
対
す
る
考
え
も
問
わ
れ

る
が
、
市
民
の
声
を
ど
の
よ
う
に
聞
く
か
。
ま
た
、
時

期
は
い
つ
頃
に
な
る
か
。

　
　
何
ら
か
の
形
で
市
民
の
考
え
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
手
法
や
内
容
、
時
期
も
検
討
中
で
ま
だ
示
せ

な
い
。
手
順
を
踏
ん
で
整
理
す
る
。

学
校
で
連
続
す
る
誤
食
等
の
事
故
へ
の
対
応
は

　
　
文
教
経
済
常
任
委
員
会
に
16
年
以
上
所
属
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ほ
ど
短
い
期
間
で
子
ど
も
の
安
全
、
も
し

か
し
た
ら
命
に
も
か
か
わ
る
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
案

が
連
続
的
に
発
生
し
た
こ
と
は
な
い
。
単
な
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
だ
け
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
安
全
に
対
す
る

意
識
の
醸
成
や
、
徹
底
し
た
指
導
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
　
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
学
校
は
安
心

安
全
な
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事

故
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
全
て
の
教

職
員
で
再
発
防
止
に
取
り
組
み
、
児
童
や
保
護
者
、
市

民
の
皆
様
の
信
頼
回
復
に
努
め
る
。

橋
本
　
洋
一
（
久
比
岐
野
）

続
発
す
る
不
適
切
事
案
の

初
動
対
応
と
再
発
防
止
は

平
原
　
留
美
（
つ
な
ぐ
）

上
越
妙
高
駅
前
の
国
指
定

史
跡
を
観
光
に
活
か
そ
う

上
野
　
公
悦（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

原
発
再
稼
働
の
是
非
は

市
民
の
声
に
傾
聴
を

AAA QQQ
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新
上
越
市
が
誕
生
し
20
年
が
過
ぎ
、
地
域
協
議
会

の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
令
和
６
年
４
月
の
選
挙

で
全
区
で
選
任
投
票
が
行
わ
れ
ず
、
追
加
選
任
を
行
い

充
足
さ
せ
た
。
自
主
的
審
議
で
は
、
地
域
の
課
題
等
を

把
握
し
、
改
善
の
意
見
書
を
提
出
す
る
も
市
の
施
策
に

ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
ず
、
地
域
の
課
題
解
決
は
形
骸
化

し
て
い
る
。
将
来
に
向
け
て
最
善
の
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
協
議
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、

課
題
等
を
改
善
へ
と
導
く
「
未
来
創
生
政
策
委
員
会
」

の
設
置
を
提
言
す
る
。
①
「
未
来
創
生
政
策
委
員
会
」

と
は
、
地
域
協
議
会
等
で
把
握
さ
れ
た
課
題
等
を
踏
み

台
に
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
具
体
的
な
政
策

を
企
画
立
案
、②
13
区
は
、令
和
６
年
に
提
言
し
た
「
未

来
創
生
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
」に
業
務
委
任
、③
15
区

は
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
地
域
自
治
区
制
度
を
発
展
的
に

解
消
し
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
、
④
委
員
数
は
、

13
区
は
各
６
名
程
度
、
15
区
は
30
名
程
度
（
部
会
設
置
、

15
地
区
に
小
委
員
会
設
置
）、
⑤
委
員
は
、
ま
ち
づ
く
り

に
意
欲
の
あ
る
方
、
各
種
団
体
（
町
内
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）、

有
識
者
か
ら
選
出
、
⑥
市
に
政
策
を
提
言
し
市
は
実
行

す
る
、
⑦
委
員
報
酬
は
１
回
５
千
円
程
度
。

　
　
地
域
協
議
会
は
、
地
域
の
特
性
を
い
か
し
た
活
動

や
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
等
、
住
民
の
意
思
を
市
政

に
届
け
る
上
で
重
要
な
機
関
で
あ
る
。
現
行
の
地
域
協

議
会
を
維
持
し
つ
つ
委
員
の
選
定
手
法
な
ど
の
見
直
し

に
取
り
組
む
が
、
議
員
の
提
案
は
参
考
に
し
た
い
。

　
　
他
の
自
治
体
で
は
、
移
動
式
の
期
日
前
投
票
所
が

町
内
や
学
校
近
く
を
巡
回
し
、
選
挙
投
票
率
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
が
、
当
市
も
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
当
市
で
は
日
時
を
限
定
し
た
も
の
を
含
め
る
と
、

期
日
前
投
票
所
を
26
か
所
開
設
し
、
有
権
者
の
投
票
機

会
と
利
便
性
の
確
保
・
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
啓
発
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
段
階
で
は
移
動

式
の
投
票
所
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
。

中
学
校
の
部
活
動
地
域
展
開
の
現
状
と
課
題
は

　
　
部
活
動
の
地
域
展
開
に
伴
い
、
顧
問
を
務
め
る
教

職
員
の
負
担
軽
減
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
　
休
日
の
部
活
動
を
令
和
７
年
度
は
10
日
、
令
和
８

年
度
は
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
取
組
を
進
め
て
お
り
、

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
は
減
少
し
て
い
る
。

　
　
入
学
予
定
の
学
校
区
の
中
学
校
に
希
望
す
る
部
活

動
が
な
い
場
合
、
希
望
す
る
部
活
動
が
あ
る
中
学
校
に

入
学
で
き
る
よ
う
、
規
制
を
緩
和
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
当
該
規
制
は
令
和
５
年
４
月

に
上
越
市
部
活
動
指
導
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
改
訂
し
て
設
け
た
も
の
で
、

現
在
そ
の
方
針
を
変
更
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
が
、
学
校
や
教
育

委
員
会
に
相
談
が
あ
れ
ば
、
丁
寧
に

説
明
し
て
い
く
。

　
　
超
高
齢
社
会
が
続
い
て
い
る
中
、
身
寄
り
の
な
い

単
身
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
が
、「
も
し
も
」
の
時
に

自
分
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
適
切
な
医
療
、
葬
儀
、
遺

品
整
理
な
ど
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
意
思
や
情
報
を

「
見
え
る
化
」
し
て
お
く
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
本

人
に
と
っ
て
も
周
囲
に
と
っ
て
も
大
き
な
安
心
に
繋
が

る
よ
う
、
単
身
高
齢
者
の
終
活
支
援
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
事
前
登
録
制
度
の
導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
先
進
自
治
体
の
取
組
内
容
や
制
度
導
入
の
効
果
、

課
題
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

搾
乳
室
表
記
の
推
進
を

　
　
産
後
の
母
親
の
中
に
は
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
赤

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
い
な
い
時
に
外
出
先
で
搾
乳
が
必
要

と
な
る
人
が
い
る
。
そ
の
場
合
、公
共
施
設
な
ど
の「
授

乳
室
」
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
も
、
周
囲
か
ら
不
審
が

ら
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
公
共
施
設
の

「
授
乳
室
」
に
「
搾
乳
室
」
の
表
示
を
併
記
す
る
施
策

を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
「
授
乳
室
」
な
ど
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、

改
め
て
搾
乳
が
で
き
る
旨
の
掲
示
を
行
う
こ
と
と
し
、

ま
ず
は
、
市
役
所
第
一
庁
舎
に
お
い
て
掲
示
を
実
施
し

た
。
今
後
、
市
が
子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
認
定
を
行
っ

て
い
る
民
間
施
設
に
対
し
て
も
、
掲
示
の
協
力
を
呼
び

か
け
る
な
ど
、
搾
乳
に
対
す
る
理
解
を
広
め
て
い
き
た

い
。

丸
山
　
章
（
無
所
属
）

提
言
「
地
域
協
議
会
」
等

の
抜
本
的
改
革
！

西
沢
　
智
子
（
公
明
党
）

高
齢
者
の
「
も
し
も
」
に

備
え
る
終
活
支
援

山
田
　
忠
晴
（
公
明
党
）

選
挙
投
票
率
の
向
上
に

向
け
た
取
組
は

A Q
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令
和
７
年
４
月
の
閣
議
決
定
「
中
小
企
業
者
に
関

す
る
国
等
の
契
約
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
」
に
「
資
材

の
供
給
減
少
、
価
格
高
騰
が
発
生
し
た
場
合
、
受
注
者

か
ら
請
負
契
約
の
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
協
議
の
申
し

出
が
あ
っ
た
際
に
は
、
予
算
の
不
足
や
過
去
変
更
契
約

実
績
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
協
議
に
応
じ
な
い
こ
と
が

な
い
よ
う
に
」
と
あ
る
が
、
当
市
に
お
い
て
も
こ
の
方

針
を
徹
底
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
契
約
時
に
予
見
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
が
生
じ

た
場
合
、
そ
の
負
担
を
受
注
者
の
み
に
負
わ
せ
る
こ
と

は
適
当
で
は
な
く
、
受
注
者
と
発
注
者
の
双
方
で
負
担

を
分
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
発
注
者

が
負
担
し
て
い
る
。

　
　
地
域
保
全
型
工
事
発
注
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

　
　
地
域
に
貢
献
す
る
地
元
企
業
に
工
事
を
発
注
す
る

こ
と
で
、
地
元
企
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
さ
れ
、

除
雪
業
務
な
ど
の
地
域
貢
献
の
取
組
を
一
層
促
す
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
工
事
の
対
象
は
、
予
定
価
格
が

２
０
０
万
円
超
２
０
０
０
万
円
未
満
の
特
殊
な
技
術
を

要
し
な
い
土
木
工
事
の
う
ち
、
地
域
の
安
全
・
安
心
確

保
に
深
く
関
わ
る
工
事
や
災
害
復
旧
工
事
な
ど
で
、
安

塚
区
、
浦
川
原
区
、
大
島
区
、
牧
区
で
試
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
担
い
手
不
足
の
解
消
を
図
る
に
は
地
域

維
持
型
契
約
方
式
が
有
効
だ
が
、
地
域
保
全
型
工
事
を

試
行
す
る
中
で
関
係
団
体
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
当

市
の
実
情
に
適
し
た
制
度
設
計
を
進
め
る
。

　
　
令
和
６
年
末
、国
民
民
主
党
と
維
新
の
会
か
ら「
外

国
人
土
地
取
得
規
制
法
案
」
が
衆
議
院
に
再
提
出
さ
れ

た
。
北
海
道
な
ど
の
他
自
治
体
で
は
、
外
国
人
に
よ
る

土
地
の
購
入
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
上
越
市
で
の

実
態
は
調
査
し
て
い
る
か
。

　
　
当
市
で
は
、
外
国
人
に
よ
る
土
地
購
入
に
関
す
る

独
自
の
調
査
や
市
民
に
向
け
た
啓
発
等
の
対
応
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
柿
崎
区
で
外
国
人
に
よ
り
取
得
さ
れ
、
事
業
展
開

し
て
い
る
土
地
が
、
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
て
中
が
見
え

な
い
状
態
に
あ
る
。
近
隣
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
あ

が
っ
て
い
る
が
、
市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
事
業
者
か
ら
近
隣
住
民
へ
、
実
際
に
行
っ
て
い
る

こ
と
等
を
説
明
し
て
も
ら
う
よ
う
、
県
と
協
力
し
て
粘

り
強
く
交
渉
し
て
い
く
。

学
校
給
食
を
全
て
米
飯
へ

　
　
当
市
の
学
校
給
食
を
全
て
米
飯
に
替
え
、
地
元
産

の
米
を
使
用
す
る
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
の
米
が
追
加
で

必
要
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
か
か
る
費
用
は
い
く
ら
か
。

　
　
追
加
で
約
63
ｔ
必
要
と
な
る
。
費
用
は
雑
費
を
含

め
６
２
６
０
万
円
だ
が
、
不
要
に
な
る
パ
ン
や
麺
類
の

調
達
費
を
差
引
け
ば
、
１
２
６
万
円
の
増
と
な
る
。

　
　
今
後
、
完
全
米
飯
給
食
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
子
供
の
嗜
好
や
食
育
等
の
関
係
上
、
全
て
米
飯
に

す
る
こ
と
に
は
慎
重
な
判
断
を
要
す
る
。

　
　
県
議
会
が
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
の
県
民
投
票

条
例
案
を
否
決
し
た
こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
　
県
議
会
で
の
慎
重
な
審
議
の
結
果
で
あ
り
、
市
長

と
し
て
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

　
　
知
事
に
意
見
を
伝
え
る
前
に
、
市
民
の
考
え
を
把

握
す
る
機
会
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
具
体
的
な
方
法
は
検
討
中
で
あ
る
。

　
　
「
県
民
に
信
を
問
う
」
方
法
を
早
急
に
示
す
よ
う
、

知
事
に
要
請
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
方
法
や
時
期
は
、
知
事
自
身
が
判
断
し
て
示
す
も

の
で
あ
り
、
市
か
ら
要
請
す
る
こ
と
は
な
い
。

中
高
生
の
居
場
所
・
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
づ
く
り

　
　
特
に
高
校
が
集
中
す
る
高
田
地
区
に
お
け
る
今
後

の
居
場
所
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
将
来
像
を
聞
き
た
い
。

　
　
関
根
学
園
高
校
の
生
徒
の
取
組
を
契
機
に
、
地
域

全
体
で
高
校
生
の
居
場
所
づ
く
り
の
機
運
が
盛
り
上

が
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度
も
支
援

を
継
続
し
、
他
校
の
生
徒
や
商
店
街
な
ど
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
学
生
が
地
域
の
魅
力
を
知
り
、
愛
着
を
高

め
る
き
っ
か
け
と
な
る
場
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

　
　
南
高
田
駅
周
辺
も
多
く
の
生
徒
が
利
用
し
て
い
る

が
、
こ
の
地
区
の
将
来
像
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
ま
ず
は
高
田
駅
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
考
え
て
い
る

が
、
南
高
田
駅
の
こ
と
も
見
据
え
な
が
ら
計
画
を
立
て

て
い
く
。

山
本
　
佳
洋
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

原
発
再
稼
働
の
県
民
投
票

条
例
案
否
決
へ
の
見
解
は

櫻
庭
　
節
子
（
み
ら
い
）

外
国
人
に
よ
る
土
地
取
得

問
題
へ
の
対
応
は

滝
沢
　
一
成
（
無
所
属
）

市
内
中
小
企
業
事
業
者
を

支
え
る
取
組
を

AAAAA QQQQQ
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令
和
６
年
度
の
レ
ガ
シ
ー
形
成
事
業
に
よ
り
、
今

後
の
春
日
山
城
跡
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
の
指
針
と

な
る
国
指
定
史
跡
春
日
山
城
跡
整
備
基
本
計
画（
素
案
）

が
策
定
さ
れ
た
が
、
既
存
の
通
年
観
光
計
画
及
び
春
日

山
城
跡
保
存
管
理
計
画
書
と
の
関
係
性
は
ど
う
か
。

　
　
通
年
観
光
計
画
で
は
、
教
育
委
員
会
が
策
定
し
た

春
日
山
城
跡
保
存
管
理
計
画
書
と
整
合
を
図
り
な
が
ら

春
日
山
地
域
の
各
種
整
備
事
業
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

今
後
、
市
が
史
跡
指
定
地
内
で
通
年
観
光
計
画
に
登
載

し
た
事
業
を
行
う
た
め
に
は
、
文
化
庁
の
協
議
は
も
と

よ
り
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
手
続
き
と
し
て
、
整

備
の
基
本
方
針
や
具
体
な
整
備
内
容
を
ま
と
め
た
「
整

備
基
本
計
画
」
の
策
定
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
レ
ガ
シ
ー
形
成
事
業
は
、
北
陸
信
越
運
輸
局
が

実
施
主
体
と
な
り
、
春
日
山
城
跡
の
更
な
る
観
光
活
用

に
向
け
て
、
通
年
観
光
計
画
を
踏
ま
え
る
中
で
、
よ
り

具
体
的
な
春
日
山
城
跡
の
整
備
内
容
が
検
討
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
成
果
が
「
整
備
基
本
計
画
」
の
素
案

と
し
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
今
後
の
整
備
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

　
　
史
跡
内
の
大
規
模
な
整
備
に
着
手
す
る
際
に
は
、

「
整
備
基
本
計
画
」
の
策
定
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
素
案
を
参
考
に
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
計
画
の

策
定
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
財
源
お
よ
び
優
先
順
位
を
検
討
し
、
実
施
時
期
を

判
断
し
て
い
く
。

　
　
持
続
可
能
な
市
政
運
営
に
は
、
職
員
の
や
り
が
い

が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
や
り
が
い
を
高
め
る
た
め
の
取

組
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
令
和
５
年
に
人
事
改
革
の
方
針
を
策
定
し
、
職
員

の
意
欲
向
上
や
組
織
風
土
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
職
員
が
仕
事
と
し
て
現
場
に
行
き
や
す
い
体
制
は

整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
推
奨
し
て
い
る
が
、
多
忙
で
難
し
い
現
状
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
業
務
効
率
化
で
時
間
の
確
保
を
図
る
。

　
　
業
務
効
率
化
の
ア
イ
デ
ア
を
全
職
員
か
ら
募
り
、

優
れ
た
提
案
を
表
彰
す
る
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
業
務
改
善
を
進
め
る
上
で
の
表
彰
制
度
は
１
つ
の

方
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

今
後
の
部
活
動
の
地
域
展
開
は

　
　
指
導
者
研
修
の
質
が
高
い
た
め
、
よ
り
多
く
の
指

導
者
が
受
講
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
地
域
ク
ラ
ブ

の
認
定
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
受
講
で
き
な
い
か
。

　
　
地
域
ク
ラ
ブ
認
定
制
度
の
中
で
実
施
し
て
い
る
が
、

制
度
の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
た
い
。

　
　
今
後
「
部
活
動
」
と
い
う
言
葉
が
消
え
、「
地
域
ク

ラ
ブ
」
が
定
着
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
の
か
聞
き
た
い
。

　
　
部
活
動
は
本
来
、
子
ど
も
が
自
発
的
に
行
う
活
動

で
、
地
域
で
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
環
境
が
理

想
で
あ
る
。
安
全
性
を
担
保
し
、
地
域
の
力
で
子
ど
も

た
ち
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
が
ん
及
び
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て
、
保
健
指

導
の
効
果
が
見
え
に
く
い
た
め
目
標
設
定
は
し
な
い
と

過
去
に
答
弁
し
て
い
る
が
、
現
代
医
学
に
補
完
代
替
療

法
を
組
み
合
わ
せ
た
統
合
医
療
に
関
し
て
は
、
臨
床

デ
ー
タ
の
蓄
積
も
進
ん
で
お
り
、
医
師
も
有
効
性
を
訴
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
市
も
中
長
期
的
な
目
標
を
定
め

て
は
ど
う
か
。

　
　
国
は
統
合
医
療
に
つ
い
て
、
科
学
的
知
見
が
十
分

に
得
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
患
者
・
国
民
に
提
供

す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
の
基
本
方
針
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
統
合
医
療
に
基
づ
く
生
活
習
慣
病
予

防
や
健
康
づ
く
り
活
動
を
始
め
、
が
ん
・
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
に
係
る
目
標
設
定
を
行
う
考
え
は
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
。

　
　
先
進
国
で
は
が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病

患
者
数
が
減
る
中
、
日
本
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
厚
生

労
働
省
の
指
針
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
啓
発
を
控
え
る

の
で
は
な
く
、
臨
床
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
進
む
統
合
医
療

を
、
医
師
監
修
の
も
と
、
市
独
自
で
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
。

　
　
そ
の
考
え
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
引
き
続
き
、

国
の
情
報
や
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

伊
﨑
　
博
幸
（
無
所
属
）

統
合
医
療
に
基
づ
い
た

生
活
習
慣
病
予
防
を

降
旗
　
太
地
（
久
比
岐
野
）

市
役
所
職
員
の

働
く
環
境
改
善
を

小
林
　
和
孝
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

春
日
山
城
跡
整
備
基
本
計

画
と
既
存
計
画
の
関
係
は
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当
市
の
主
体
的
・
自
主
的
な
助
成
の
必
要
性
の
検

討
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

　
　
予
防
接
種
法
に
基
づ
い
て
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
私
の
試
算
で
は
50
歳
以
上
の
全
員
に
全
額
助
成
し

て
も
、
医
療
費
は
そ
れ
以
上
に
節
約
で
き
る
が
ど
う
か
。

　
　
業
務
の
参
考
と
さ
せ
て
も
ら
う
。

原
発
再
稼
働
へ
の
考
え
方
は

　
　
過
酷
事
故
の
可
能
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
災
害
対
策
で
は
、
予
測
不
可
能
な
大
災
害
が
起
こ

り
得
る
と
の
認
識
の
下
で
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
県
が
そ
う
考
え
ず
に
原
発
再
稼
働
Ｏ
Ｋ
と
言
う
よ

う
で
あ
れ
ば
、
反
対
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
市
と
し
て
は
そ
う
考
え
て
い
る
と
伝
え
た
い
。

ケ
ア
マ
ネ
と
ヘ
ル
パ
ー
の
実
態
と
処
遇
改
善
は

　
　
ヘ
ル
パ
ー
不
足
で
ケ
ア
マ
ネ
が
無
報
酬
の
法
定
外

労
働
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
は
な
い
か
。

　
　
職
能
団
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
無
報
酬
労
働
の
負

担
感
を
訴
え
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
市
に
対
し
て
も
業

務
範
囲
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
そ
れ
だ
け
人
手
不
足
で
あ
る
根
本
原
因
は
処
遇
で

あ
る
が
、
市
独
自
で
な
ん
と
か
改
善
で
き
な
い
か
。

　
　
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

市
独
自
で
の
処
遇
改
善
は
、
財
源
の
確
保
や
他
産
業
の

事
業
者
と
の
整
合
性
等
も
あ
り
、
実
施
は
困
難
で
あ
る
。

　
　
「
佐
渡
島
の
金
山
」
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
好
機

と
し
、
小
木
直
江
津
航
路
の
利
用
促
進
に
よ
り
一
層
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
世
界
遺
産
登
録
前
か
ら
、
航
路
を
利
用
す
る
旅
行

商
品
の
造
成
や
港
と
駅
間
の
タ
ク
シ
ー
運
行
な
ど
を
支

援
し
て
い
る
。
登
録
後
は
、
航
路
利
用
者
を
対
象
に
宿

泊
割
引
や
飲
食
店
の
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
、
市
民
が
利
用

す
る
際
の
運
賃
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
６
年

の
輸
送
人
員
は
前
年
比
１
１
６
％
の
約
８
万
３
千
人
に

増
加
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度
は
妙
高
市
、
糸
魚
川
市

と
連
携
し
た
広
域
的
な
取
組
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
上
越
市
は
航
路
維
持
の
た
め
、
継
続
し
て
佐
渡
汽

船
株
式
会
社
に
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
経
営
状

況
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。
航
路
の
維
持
発
展
の

た
め
に
も
、
上
越
市
と
し
て
利
用
促
進
や
活
性
化
に
よ

り
一
層
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
佐
渡
汽
船
株
式
会
社
全
体
で
の
利
用
は
増
え
て
お

り
、
改
善
し
て
い
る
が
、
小
木
直
江
津
航
路
単
体
で
は

赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
輸
送
人
員
の
増
加
傾
向

を
よ
り
増
や
し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
で
も
っ
と
地
元
産
野
菜
の
使
用
を
！

　
　
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
頸
城
区
の
若
手
生
産
者
が
給
食
向
け
の
秋
冬
野
菜

の
増
産
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
令
和
６
年
度
の

使
用
割
合
は
０・５
ポ
イ
ン
ト
増
の
14
％
に
な
っ
た
。

　
　
遠
方
か
ら
通
う
子
ど
も
た
ち
の
送
迎
用
で
あ
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
は
、
小
学
校
の
校
外
学
習
で
の
使
用
に
一

定
の
ル
ー
ル
が
あ
り
、
有
効
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
13
区

は
総
合
事
務
所
で
バ
ス
の
管
理
を
し
て
い
る
が
、
今
後

は
区
を
跨
い
だ
学
校
の
統
合
も
あ
る
た
め
、
教
育
委
員

会
で
バ
ス
を
一
括
管
理
し
、
運
転
手
の
確

保
を
含
め
、
バ
ス
の
利
用
回
数
を
増
や
す

な
ど
、
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
な
い
か
。

　
　
校
外
学
習
で
の
バ
ス
の
使
用
は
、
各

学
年
で
年
１
回
を
目
安
に
し
て
い
る
。
バ
ス
は
合
併
前

上
越
市
に
４
台
、
13
区
に
は
そ
れ
ぞ
れ
複
数
台
あ
り
、

13
区
の
車
両
を
ど
こ
ま
で
活
用
で
き
る
か
分
か
ら
な
い

が
、
将
来
的
に
は
考
え
て
い
き
た
い
。
当
面
は
合
併
前

上
越
市
の
中
で
バ
ス
を
や
り
く
り
し
な
が
ら
運
転
手
を

確
保
し
、
校
外
学
習
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

住
民
組
織
の
強
化
と
地
域
自
治
と
は

　
　
広
い
市
域
を
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
に
は
行
政
と

住
民
組
織
が
役
割
分
担
し
な
が
ら
地
域
の
困
り
事
を
解

決
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ
が
地
域
自
治
だ
と
思
う
。

住
民
組
織
が
地
域
の
要
に
な
る
強
化
支
援
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
経
営
的
視
点
を
持
っ
た

体
制
運
営
の
相
談
や
団
体
間
の
交
流
支
援
、

担
い
手
の
育
成
な
ど
人
材
面
の
支
援
、
更
に

は
資
金
面
で
の
支
援
も
含
め
、
様
々
な
側
面

か
ら
支
援
策
を
検
討
し
強
化
し
て
い
き
た
い
。

高
山
　
ゆ
う
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

有
効
活
用
を
！

安
田
　
佳
世
（
久
比
岐
野
）

小
木
直
江
津
航
路
を
使
い

世
界
遺
産
の
佐
渡
へ
！

平
良
木
　
哲
也（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
助
成
金
額
の
根
拠
は

AA QQ
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一般質問における議員１人あたりの持ち時間の制限は各議会によって異なります。
上越市では、議員の質問時間に30分の制限を設けています。なお、理事者（市長や教育長
など）の答弁は制限時間に含まれません。

１人あたり平均で約53分（答弁の時間を含む）の論戦を繰り広げました。

一般質問の持ち時間は決まっているの？

６月定例会はどれくらい一般質問を行ったの？

一般質問についてもっと詳しく教えて！

じょうえつ市議会だより 2025夏17

　
　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
20
年
前
の
農
業
経

営
体
数
は
８
２
１
１
だ
っ
た
。
そ
れ
が
５
年
前
に
は

３
１
１
１
と
４
割
弱
に
激
減
し
て
い
る
。
ま
た
５
年
前
の

調
査
で
は
後
継
者
が
い
な
い
と
い
う
経
営
体
は
８
割
に

の
ぼ
っ
て
お
り
、
極
め
て
深
刻
で
あ
る
。
ど
う
見
て
い

る
か
聞
き
た
い
。

　
　
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
も
米
価
に
つ
い
て
一
定
の
理

解
を
得
る
一
方
で
、
農
業
経
営
の
効
率
化
と
コ
ス
ト
低

減
を
推
進
し
、
経
営
体
質
の
強
化
・
改
善
な
ど
を
図
り

な
が
ら
、
多
く
の
担
い
手
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
あ
る
産

業
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
食
料
安
全
保
障
崩
壊
の
危
機
の
中
で
、
国
に
対
し

て
米
の
増
産
と
所
得
補
償
を
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
市
と
し

て
も
思
い
切
っ
た
増

産
目
標
と
計
画
を
打

ち
出
す
考
え
は
な
い

か
。

　
　
国
は
令
和
９
年

度
か
ら
の
水
田
政
策

を
根
本
的
に
見
直
す

と
し
て
い
る
。ま
ず

は
、国
の
動
き
を
注

視
し
、
懸
念
が
あ
る

場
合
は
国
へ
の
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
記
者
会
見
で
市
長
は「
市
政
は
混
乱
し
て
い
な
い
」

と
発
言
し
た
が
、
上
越
市
発
足
以
来
こ
れ
ほ
ど
混
乱
し

た
市
政
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
な
ぜ
嘘
の
政
治
を
す
る

の
か
。
私
と
の
選
挙
協
定
で
あ
る
「
政
策
協
定
」
を
守

ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
私
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
態
勢

を
作
ら
な
か
っ
た
た
め
市
の
発
展
は
停
滞
し
、
私
が
誘

致
し
た
火
力
発
電
所
か
ら
の
税
収
が
な
か
っ
た
ら
財
政

は
破
綻
し
て
い
る
。
住
み
よ
さ
日
本
一
、
子
育
て
日
本

一
、雁
木
通
り
を
世
界
遺
産
に
す
る
と
の
公
約
は
嘘
だ
っ

た
の
か
。「
市
長
と
は
会
話
が
で
き
な
い
」
と
の
県
幹

部
の
声
は
致
命
的
で
あ
る
。
加
え
て
、
加
速
す
る
人
口

減
少
対
策
や
地
域
医
療
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ま
な
い

の
は
な
ぜ
か
。
中
川
市
政
は
リ
セ
ッ
ト
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
政
策
協
定
は
破
棄
す
る
が
所
見
を
聞
き
た
い
。

　
　
持
続
可
能
で
将
来
に
引
き
継
げ
る
ま
ち
に
な
る
よ

う
、
継
続
性
を
も
っ
て
市
政
運
営
に
全
力
を
尽
く
す
。

上
越
地
域
の
医
療
体
制
維
持
を

　
　
老
朽
化
が
著
し
い
上
越
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院

は
直
ち
に
建
て
替
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
新
潟
労

災
病
院
は
形
を
変
え
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
病
院
と
し
て
市

が
責
任
を
も
っ
て
残
す
べ
き
で
あ
る
。
上
越
地
域
の
医

療
体
制
崩
壊
の
危
機
で
あ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
セ
ン
タ
ー
病
院
に
つ
い
て
は
、
上
越
地
域
の
医
療

構
想
の
議
論
等
を
見
極
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
が
、

労
災
病
院
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
化
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
遠
方
か
ら
通
う
子
ど
も
た
ち
の
送
迎
用
で
あ
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
は
、
小
学
校
の
校
外
学
習
で
の
使
用
に
一

定
の
ル
ー
ル
が
あ
り
、
有
効
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
13
区

は
総
合
事
務
所
で
バ
ス
の
管
理
を
し
て
い
る
が
、
今
後

は
区
を
跨
い
だ
学
校
の
統
合
も
あ
る
た
め
、
教
育
委
員

会
で
バ
ス
を
一
括
管
理
し
、
運
転
手
の
確

保
を
含
め
、
バ
ス
の
利
用
回
数
を
増
や
す

な
ど
、
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
な
い
か
。

　
　
校
外
学
習
で
の
バ
ス
の
使
用
は
、
各

学
年
で
年
１
回
を
目
安
に
し
て
い
る
。
バ
ス
は
合
併
前

上
越
市
に
４
台
、
13
区
に
は
そ
れ
ぞ
れ
複
数
台
あ
り
、

13
区
の
車
両
を
ど
こ
ま
で
活
用
で
き
る
か
分
か
ら
な
い

が
、
将
来
的
に
は
考
え
て
い
き
た
い
。
当
面
は
合
併
前

上
越
市
の
中
で
バ
ス
を
や
り
く
り
し
な
が
ら
運
転
手
を

確
保
し
、
校
外
学
習
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

住
民
組
織
の
強
化
と
地
域
自
治
と
は

　
　
広
い
市
域
を
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
に
は
行
政
と

住
民
組
織
が
役
割
分
担
し
な
が
ら
地
域
の
困
り
事
を
解

決
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ
が
地
域
自
治
だ
と
思
う
。

住
民
組
織
が
地
域
の
要
に
な
る
強
化
支
援
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
経
営
的
視
点
を
持
っ
た

体
制
運
営
の
相
談
や
団
体
間
の
交
流
支
援
、

担
い
手
の
育
成
な
ど
人
材
面
の
支
援
、
更
に

は
資
金
面
で
の
支
援
も
含
め
、
様
々
な
側
面

か
ら
支
援
策
を
検
討
し
強
化
し
て
い
き
た
い
。

橋
爪
　
法
一（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

深
刻
な
上
越
市
農
業
の
担

い
手
不
足
、
ど
う
す
る
か

宮
越
　
馨
（
無
所
属
）

政
策
協
定
は
破
棄
！

混
乱
市
政
リ
セ
ッ
ト
を
！
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委員会中の火災を想定して避避難訓練難訓練を実施

令和７年度　上越三市議会議員合同研修会　公開講演会

１０月２日 ㊍ 午後 3時から午後 5時

上越文化会館 中ホール

いま、地方議会に求められること

柿
かき
﨑
ざき
明二
めい じ

氏 ／ 帝京大学  法学部政治学科  教授

議員の資質の向上と共通する課題の解決、連携の強化等を図るため、糸魚川市・妙高市・上越市
の議員が参加する議員合同研修会の「公開講演会」です。お気軽にご参加ください。

電話、メール、FAXでのお申し込みも可能です。
氏名、連絡先をお知らせください。

５０人（申込順・参加無料）

右のコードからお申し込みください。
（より詳しい内容も掲載）

【申込・問合先】電話 025-520-5803 
メール gikai@city.joetsu.lg.jp　FAX 025-526-7575 

※糸魚川市・妙高市・上越市の議員も聴講します。

日　時

場　所

演　題

講　師

定　員

申　込日本を代表する総合国際通信社の
勤務を経て、内閣総理大臣補佐官
を担った経験や、「江戸の選挙」な
ど日本の民主主義の芽生えなどを
交えながら、いま、地方議会に期
待し、求められていることなどを
お話しいただきます。

じょうえつ市議会だより 2025夏 18

委員会中に市役所内で火災が発生し、５階（議会フロア）まで煙が立ち込めた状況を想定して、救助袋を
使った避難訓練を行いました。市議会では本会議中や委員会中などの災害を想定した避難訓練を実施する
ことにより、議事中断の流れや身の安全確保など、議員の対応能力と防災意識の向上に努めています。

〜　避難訓練の流れ　〜

火災発生
議長・委員長に報告

審査中断・避難の指示 避難開始 救助袋による避難体験



令和７年度　上越三市議会議員合同研修会　公開講演会

１０月２日 ㊍ 午後 3時から午後 5時

上越文化会館 中ホール

いま、地方議会に求められること

柿
かき
﨑
ざき
明二
めい じ

氏 ／ 帝京大学  法学部政治学科  教授

議員の資質の向上と共通する課題の解決、連携の強化等を図るため、糸魚川市・妙高市・上越市
の議員が参加する議員合同研修会の「公開講演会」です。お気軽にご参加ください。

電話、メール、FAXでのお申し込みも可能です。
氏名、連絡先をお知らせください。

５０人（申込順・参加無料）

右のコードからお申し込みください。
（より詳しい内容も掲載）

【申込・問合先】電話 025-520-5803 
メール gikai@city.joetsu.lg.jp　FAX 025-526-7575 

※糸魚川市・妙高市・上越市の議員も聴講します。

日　時

場　所

演　題

講　師

定　員

申　込日本を代表する総合国際通信社の
勤務を経て、内閣総理大臣補佐官
を担った経験や、「江戸の選挙」な
ど日本の民主主義の芽生えなどを
交えながら、いま、地方議会に期
待し、求められていることなどを
お話しいただきます。

じょうえつ市議会だより 2025夏19

 

今
年
で
100
回
目
の
開
催

と
な
っ
た
高
田
城
址
公
園
観

桜
会
。今
後
も
よ
り
良
い
観
桜

会
と
な
る
よ
う
、春
休
み
ス

ク
ー
ル
で
探
究
学
習
を
行
う

子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
ア
イ

デ
ィ
ア
を
お
聞
き
し
ま
し
た
！

 

も
っ
と
多
く
の
人
に
楽
し

ん
で
も
ら
う
に
は
？ 

外
国
人

に
も
魅
力
を
伝
え
る
に
は
？ 

ポ
イ
捨
て
や
路
上
喫
煙
な
ど

の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
た

め
に
は
？ 
色
々
な
視
点
か

ら
、た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

 

市
議
会
と
し
て
も
、よ
り

盛
り
上
が
り
の
あ
る
観
桜
会

と
な
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
議
会
活
動
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

101
回
目
の
観
桜
会
に
向
け
て

― 

子
ど
も
た
ち
が
議
員
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

―



●本会議の受付
市役所６階傍聴席前で傍聴受付票に
記入してから入室してください。

●各委員会の受付
市役所５階委員会室に入室してから
傍聴受付票に記入してください。

●本会議の配信
専用サイトでライブ配信と
過去の動画を配信しています。

●各委員会の配信
YouTube でライブ配信と
過去の動画を配信しています。

ライブ配信・録画を見る

令和７年９月定例会（予定）

議場・委員会室で傍聴する
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3
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編
集
後
記

　
広
報
広
聴
委
員
会
で
は
、子
ど
も
た

ち
か
ら
市
政
に
関
す
る
素
朴
な
質
問

を
受
け
た
り
、未
来
の
上
越
市
に
つ
い

て
の
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
く
機
会
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。大
人
と
違
う
視
点
や
子
ど

も
た
ち
な
ら
で
は
の
斬
新
な
発
想
に

あ
ふ
れ
て
お
り
、大
き
な
可
能
性
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。こ

の
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
い

た
だ
い
た
感
動
を
力
に
変
え
、議
会
の

情
報
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
、創
意
工

夫
を
凝
ら
し
て
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。
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